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反応が誘発されるが，乙の反応は求心路として三叉神経第 2 ， 3 枝知覚校，巾板として 111脳部，遠心
路として鼓索神経，舌神経，下顎相11経，上顎神経，頬神経より構成される反射弓を介して出現する。
また，遠心路としての自律神経I~J には，コリン作用性血管拡張線維とアドレナリン作用性血管収縮線
維が存在し，後者は常時活動して血管緊張を維持している。従って，反射性温度上昇反応はコリン作
用性血管拡張線維の冗奮ならびにアドレナリン作用性血管収縮線維活動の抑制によりもたらされるも
のと考えられる D
論文の審査結果の要旨
本研究は商肉刺激により生じる口腔軟組織の血流反応を研究したものである。従来，不 lリ!の点の多
かった口腔諸組織の血管運動反応と，その生理的機序につき重要な知見を得たものとして，価値ある
業績であると認める。
よって，本研究者は商学博士の学位を得る資格があると認める。
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